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令和８年３月期第２四半期(中間)業績予想値と実績値の差異、 

および令和８年３月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

令和７年８月 12 日に公表した令和８年３月期（令和７年４月１日～令和７年９月 30 日）の業績予想

と本日公表の実績値において差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

１．令和８年３月期第２四半期(中間)の連結業績予想数値と実績値の差異（令和７年４月１日～令和７年

９月 30 日） 

 売 上 高 
営 業 利 益 

又は営業損失（△） 

経 常 利 益 

又は経常損失（△） 

親会社株主に帰属す

る 当 期 純 利 益 

又は当期純損失（△） 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

又は当期純損失（△） 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

86,050 

百万円 

2,100 

百万円 

2,400 

百万円 

950 

円 銭 

49.83 

実績値（Ｂ） 87,946 2,829 3,242   1,293 67.84 

増 減 額（Ｂ－Ａ） ＋1,896 ＋729 ＋842 ＋343  

増 減 率（ ％ ） ＋2.2 ＋34.8 ＋35.1 ＋36.1  

（参考）前期第２四半期(中間)実績 

（ 令 和 ７ 年 ３ 月 期 ） 
72,387 1,884 2,206 783 41.09 

２．差異が生じた理由 

連結売上高は、インバウンドの増加等による経済活動の回復等により、既存店売上高が計画を上回っ

たこと等により、前回発表予想を上回りました。 

営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、売上高の上昇により固定費

の占める割合が低下し、前回発表予想を上回りました。 

 

 

 



３．令和８年３月期通期の業績予想の修正について 

（令和７年４月１日～令和８年３月 31 日） 

 売 上 高 
営 業 利 益 

又は営業損失（△） 

経 常 利 益 

又は経常損失（△） 

親会社株主に帰属す

る 当 期 純 利 益 

又は当期純損失（△） 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

又は当期純損失（△） 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

175,000 

百万円 

4,000 

百万円 

4,800 

百万円 

1,850 

円 銭 

97.04 

今回修正予想（B） 178,300 5,000 5,900 2,200 115.40 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 3,300 1,000 1,100 350  

増 減 率（ ％ ） 1.9 25.0 22.9 18.9  

（ 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 令 和 ７ 年 ３ 月 期 ） 
154,223 4,406 5,149 2,185 114.67 

 

３．修正の理由 

既存店の売上高増加より、売上高が前回予想を上回る見込みです。売上高の上昇により、固定費の

売上高に占める割合が低下したこと等により、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利

益につきましても、前回予想を上回る見込みです。 

 

 （注）業績予想につきましては、当社が現在入手している情報及び合理的と判断する一定の前提に

基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

以上 


